
消
防
署
消
防
団
合
同

林
野
火
災
想
定
訓
練

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し

て
、
各
消
防
署
が
地
元
消
防
団
と
合
同
で

林
野
火
災
想
定
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

吉
備
金
屋
消
防
署

3
月
6
日
（
日
）
金
屋
支
団
第
5
分
団

と
中
峯
地
内
の
山
林
で
、
火
災
が
発
生
し

延
焼
拡
大
し
て
い
る
と
の
想
定
で
、
消
防

隊
員
と
消
防
団
員
が
連
携
し
て
、
山
中
の

道
約
５
０
０
m
を
中
継
送
水
し
な
が
ら

長
距
離
放
水
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

清
水
消
防
署

3
月
13
日
（
日
）
清
水
支
団
第
3
分
団

と
大
蔵
地
内
の
山
林
で
、
火
災
が
発
生
し

延
焼
拡
大
し
て
い
る
と
の
想
定
で
、
消
防

隊
員
と
消
防
団
員
が
連
携
し
て
、
山
中
の

道
約
８
０
０
m
を
中
継
送
水
し
な
が
ら

長
距
離
放
水
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

両
訓
練
と
も
に
、
参
加
し
た
消
防
隊
員

と
消
防
団
員
は
、
ポ
ン
プ
の
操
作
、
ホ
ー

ス
延
長
、
放
水
な
ど
実
火
災
さ
な
が
ら
の

雰
囲
気
の
中
、
迅
速
に
消
火
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

林
野
で
の
た
ば
こ
の
後
始
末
や
た
き
火

に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
て
い
ま
す
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
の
発

生
を
素
早
く
知
る
こ
と
や
、
火
災
に
よ

る
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
な
も

の
で
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
各
寝
室
、
階

段
（
寝
室
が
2
階
以
上
に
あ
る
場
合
）

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
取
り
付
け
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
総
務
省
消
防
庁

の
デ
ー
タ
（
平
成
24
年
～

平
成
26
年
）
で
は
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

て
い
な
い
場
合
に
比
べ
て

設
置
し
て
い
る
場
合
の
方

が
、
火
災
発
生
時
の
死
亡

や
損
失
の
拡
大
リ
ス
ク
が

大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

火
災
に
よ
る
死
者
の
内

7
割
は
逃
げ
遅
れ
に
よ
る

も
の
で
、
半
数
以
上
が
高

齢
者
で
す
。
火
災
か
ら
身

を
守
る
た
め
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
し
て
い

な
い
方
は
早
期
に
設
置
し

て
く
だ
さ
い
。

設
置
さ
れ
て
い
る
方
は

も
う
一
度
正
し
い
場
所
に

設
置
さ
れ
て
い
る
か
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◎
10
年
を
経
過
し
た
住
宅

用
火
災
警
報
器
は
機
器

本
体
の
故
障
も
あ
る
た

め
、
電
池
交
換
で
は
な

く
、
本
体
ご
と
取
り
替

え
ま
し
ょ
う
。

10
年
た
っ
た
ら

と
り
カ
エ
ル
！

火　
　

災
…
…
…
…
…
…
5
件

救　
　

急
…
…
…
…
3
5
9
件

救　
　

助
…
…
…
…
…
…
4
件

（
平
成
28
年
3
月
31
日
現
在
）

有
田
川
町
消
防
本
部　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　

☎
２
５
‐
１
２
４
３

今
年
の
出
動
な
ど（
累
計
）

１秒争う救急車　あなたも１秒考えて　～救急車の適正利用にご協力を～

あなたの 命 と 財産 を守るため　付いていますか？　住宅用火災警報器
「法律で全ての住宅に火災警報器の設置が義務付けられています。」

火災想定訓練の様子

寝室

居室

台所

寝室

階段
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